
事業番号 - - -

（ ）

- - -

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 地域再犯防止等推進事業交付金 50 71

翌年度へ繰越し（D) - - - -

9

2

重要政策推進枠：21

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

①平成30年度から令和２年度にかけて実施した地域再犯防止推進モデル事業（以下「モデル事業」という。）の成果を踏まえつつ、より多くの地方公共団体において地域の実情に応
じた再犯防止に関する具体的な取組を進めることができるよう、会議や協議会の開催等を通じ、好事例の共有・周知を始めとした支援を行うとともに、会議や協議会での意見を集約
し、地方公共団体のニーズを踏まえた再犯防止施策を推進する。
②再犯防止啓発月間（毎月７月）を中心として、再犯防止シンポジウムの開催を始め、国民向けの広報・啓発活動等を行う。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 179 34 49

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

193 47 57 85 106

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 193 47 57 85 106

- - -

-

平成29年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 法務 22 0011

法務省

政策 地方の再犯防止等の推進（Ⅱ-4）

事業の目的
（5行程度以内）

①犯罪をした者等の円滑な社会復帰を促進するため、地域社会において、”息の長い”支援が行われるよう、地方再犯防止推進計画の策定を含め、地方公共団体における再犯防
止に関する取組をより一層促進する。
②国民の間に広く再犯の防止等についての関心と理解を深める。

企画再犯防止推進室
企画再犯防止推進室長
小林　隼人

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

再犯の防止等の推進に関する法律（平成28年法律第104号）（以下「再
犯防止推進法」という。）第５条、第６条、第22条

関係する
計画、通知等

再犯防止推進計画（平成29年12月15日閣議決定）
再犯防止推進計画加速化プラン（令和元年12月23日犯罪対策閣僚会
議決定）
第二次再犯防止推進計画（令和５年３月17日閣議決定）

事業名
再犯の防止等の推進（地方公共団体における再犯防止の取組の促進、広報・啓発活動
等） 担当部局庁 大臣官房秘書課 作成責任者

事業開始年度

施策 国と地方公共団体が連携した取組等の実施（Ⅱ-4(1)）

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

－

(目)

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

- -

- -

9

86%

2

執行率（％）
=(G)/(F)

93% 72% 86%

再犯防止等推企画調整推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
93%

主な増減理由（・要望額・予備費）

72%

令和6年度要求

(目)

(目)

22

　

　

(目)

3 3

-

-

22

再犯防止等推進業務庁費

庁費

職員旅費

諸謝金

①刑事司法手続を離れた者に対する支援を行うに当たっては、住民に対する様々な行政サービスを提供する地方公共団体の役割が重要であるが、再犯防止推進計画下において
は、国と地方公共団体が担うべき具体的役割が必ずしも明確ではなかった。第二次再犯防止推進計画では、国・都道府県・市区町村の役割が明確化されたが、再犯の防止等に係
る地方公共団体の理解や施策の実施状況には依然として地域差が生じていることが課題となっている。
②犯罪をした者等の社会復帰のためには、犯罪をした者等の自らの努力を促すだけでなく、犯罪をした者等が社会において孤立することのないよう、国民の理解と協力を得て、犯罪
をした者等が再び社会を構成する一員となることを支援することが重要であることから、再犯防止推進法において、「国は、再犯の防止等に関する施策の重要性について、国民の理
解を深め、その協力を得られるよう必要な施策を講ずるものとする。」とされている。

令和6年度要求

-

-

-



- -

▲ 1

-

計（A) 85

　 ▲ 1その他

106



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-

-26 8

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

-

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

- -

260

目標値 団体 -

- 101.2

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

7

会議や協議会に参加した地方公共団体の職員を通じて、当該地方公共団体の再犯防止に対する理解が深まる。

-

140.2％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

1

令和2年度 令和3年度 令和4年度
- 年度

-

260

目標年度

5

地方公共団体における再犯防止に対する理解が深まることで、地方再犯防止推進計画を策定する団体数が増加するなど、地方公共団体による再犯防止の取組が
加速する。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

大臣官房秘書課企画再犯防止推進室調べ

※令和３年度のみ、都道府県と市町村の連携モデルの検討を行うことを目的に、全国３箇所で「地域連携協議会」を実施したため、令和4年度の目標値は同協議会
の参加数を除した数で計上している。

令和2年度 令和3年度

179.2

-

-

定量的な成果指標

- 目標値 - - -

年度

地方公共団体における主体的かつ積
極的な再犯防止の取組の推進

地方再犯防止推進計画を策
定した地方公共団体の累積数

達成度

単位 令和2年度

-

- - -

-

成果実績 - -

目標最終年度

達成度 ％

-

↓

活動内容①
（アクティビティ）

地方公共団体における再犯防止の取
組の成果等の横展開

会議・協議会の実施回数
活動実績

年度

- 257

定量的な成果指標 単位

回 16

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

8

活動目標 活動指標

2

達成度 ％

-

↓

会議や協議会への参加促進
会議や協議会に参加した地方
公共団体の数

成果実績 団体 - 331

-

都道府県の職員を対象とした会議や市区町村の職員を対象とした協議会を開催し、他の地方公共団体における先進的な取組や好事例、課題等について情報提供
を実施する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

大臣官房秘書課企画再犯防止推進室調べ

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

629

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

団体 188 371 572

目標値 団体 - 207 408



活動内容②
（アクティビティ）

再犯防止シンポジウムを開催する。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

再犯防止シンポジウムの開催 実施箇所数
活動実績 箇所 1 1 1 - -

当初見込み 箇所 9 9 9 9 9

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
より多くの国民に再犯防止について関心と理解を深めてもらえるよう、再犯防止シンポジウムへの参加者を増加させる。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

再犯防止シンポジウムへの参加者数
の増加

再犯防止シンポジウムへの参
加者数及びオンライン配信に
おける視聴者数

成果実績 回 7,035 2,373 845 -

目標値 回 4,831 2,250 2,373 845

達成度 ％ 145.6 105.5 35.6 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

大臣官房秘書課企画再犯防止推進室調べ

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

再犯の防止には、犯罪をした者等が再び社会を構成する一員となることを支援することが重要であり、そのためには国民の理解と協力を得ることが不可欠であるこ
とから、再犯防止シンポジウムを契機として再犯の防止等について関心と理解を深めることができた者を増加させる。

成果目標及び成果実績
②-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

- -

成果実績 - - - - -

目標値 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

大臣官房秘書課企画再犯防止推進室調べ

- - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

↓
成果目標②-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

-

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

再犯防止への関心・理解の向上

再犯防止シンポジウム参加者へのアン
ケートで「再犯防止への関心がとても高
まった」と回答した者の割合
※令和４年度は再犯防止への理解度につ
いて「深まった」と回答した者の割合

55.2 52.8 53.9 -

目標値 ％ 51 55.2 52.8 -

達成度 ％ 108.2 95.7 102.1 -

成果実績 ％

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度実施)

ｰ

点検結果

　地方公共団体における再犯防止の取組の成果等の共有を目的とした、全国会議及び地域
ブロック単位での協議会を開催したところ、全国の地方公共団体において、地方再犯防止推
進計画の策定が進み、令和4年度の目標値である408団体を大幅に上回ることができた。
　また、シンポジウムの実施に当たっては、成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）を採用し
たことにより、受託事業者において、成果を高めるための様々な創意工夫がなされ、効果的
なものとなった。

-

-

引き続き効率的な予算の執行に努められたい。
複数の活動と指標が設定され、効果発現経路が分かりやすく記載されている。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外である。

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0010

-

-

令和2年度 法務省 0011

　引き続き上記会議等の開催等を通じ、再犯防止の取組等の横展開を図る。
　広報・啓発活動等については、引き続き、成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）を採用すること等により、効果的な事業実施に努めていくこととしている。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

平成27年度

法務省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

現状通り

現状通り

-

平成30年度 新30-0001

平成23年度 -

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 -

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



0011

2021 法務

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

0011

令和4年度 2022 法務 21

20令和3年度

法務省

４８．８百万円

Ａ.エム・アール・アイリサー

チアソシエイツ株式会社

２２百万円

【随意契約（企画競争）】

地方公共団体における再犯防止

の取組の促進

（性犯罪者に対する再犯防止プロ

グラムの開発に係る調査研究業

務の委託）

Ｂ.クリエイティブ・ファクトリー

株式会社

５．１百万円

地方公共団体における再犯防止の

取組の促進

（地方公共団体における再犯防止

の取組を促進するための協議会の

実施業務の委託）

【一般競争契約（最低価格）】

再犯の防止等の推進に係る事務費

４．４百万円

①職員旅費 ２．４百万円

②諸謝金 ０．７百万円

③庁費 ０．３百万円

④再犯防止等推進業務庁費 １百万円

Ｃ.吉本興業株式会社等

（１４機関）
（広報・啓発イベントの実施業務等委託業者、

印刷業者、通信運搬業者、民間協力者等）

【一般競争契約（総合評価）等】

広報・啓発活動

（広報・啓発イベントの実施、民

間協力者等への謝金及び旅費

の支払い、並びに広報・啓発媒

体の作成等）



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

計 計

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

G. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 計

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 7 計

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - -

- -

- - - - - -

雑役務費
再犯防止イベントに係る成果連動型民間委託契約方式を活
用した広報業務等

7 - - -

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

- - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - -

-

- - - - -

- -

-

- - - -

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

- - - -

計 22 計 5

- -

- -

-

- - -

-

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

雑役務費
性犯罪者に対する再犯防止プログラムの開発に係る調査
研究業務に係る経費

22 雑役務費
地方公共団体における再犯防止の取組を促進するた
めの協議会開催に係る経費

5

- -



支出先上位１０者リスト

A.

- - -30 - - - - -

-

29 - - - - - - - -

- -

28 - - - - - - -

- - -

27 - - - - - -

26 - - - - -

-

25 - - - - - - - -

- -

24 - - - - - - -

- - -

23 - - - - - -

22 - - - - -

-

21 - - - - - - - -

- -

20 - - - - - - -

- - -

19 - - - - - -

18 - - - - -

-

17 - - - - - - - -

- -

16 - - - - - - -

- - -

15 - - - - - -

14 - - - - -

-

13 - - - - - - - -

- -

12 - - - - - - -

- - -

11 - - - - - -

10 - - - - -

-

9 - - - - - - - -

- -

8 - - - - - - -

- - -

7 - - - - - -

6 - - - - -

-

5 - - - - - - - -

- -

4 - - - - - - -

- - -

3 - - - - - -

2 - - - - -

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
エム・アール・アイリサーチア
ソシエイツ株式会社

7010001012532
性犯罪者に対する再犯防止プログラ
ムの開発に係る調査研究業務

22
随意契約（企画

競争）
1 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率



B

-

30 - - - - - - - -

- -

29 - - - - - - -

- - -

28 - - - - - -

27 - - - - -

-

26 - - - - - - - -

- -

25 - - - - - - -

- - -

24 - - - - - -

23 - - - - -

-

22 - - - - - - - -

- -

21 - - - - - - -

- - -

20 - - - - - -

19 - - - - -

-

18 - - - - - - - -

- -

17 - - - - - - -

- - -

16 - - - - - -

15 - - - - -

-

14 - - - - - - - -

- -

13 - - - - - - -

- - -

12 - - - - - -

11 - - - - -

-

10 - - - - - - - -

- -

9 - - - - - - -

- - -

8 - - - - - -

7 - - - - -

-

6 - - - - - - - -

- -

5 - - - - - - -

- - -

4 - - - - - -

3 - - - - -

-

2 - - - - - - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
クリエイティブ・ファクトリー株
式会社

3011301024114
地方公共団体における再犯防止の取組を
促進するための協議会開催業務 5

一般競争契約
（最低価格）

5 74.2％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）



C

-

- -

30 - - - - - - -

- - -

29 - - - - - -

28 - - - - -

-

27 - - - - - - - -

- -

26 - - - - - - -

- - -

25 - - - - - -

24 - - - - -

-

23 - - - - - - - -

- -

22 - - - - - - -

- - -

21 - - - - - -

20 - - - - -

-

19 - - - - - - - -

- -

18 - - - - - - -

- - -

17 - - - - - -

16 - - - - -

-

15 - - - - - - - -

- -

14 - - - - - - -

- - -

13 - - - - - -

12 - - - - -

-

11 - - - - - - - -

- -

10 株式会社　旅屋 8013301033040
安全安心なまちづくり功労者表彰に係る車
輌借上げ費及び人員輸送費

随意契約（少
額）

- -

- - -

9 株式会社ＷＯＷ　ＷＯＲＬＤ 9010701001312 アンケートＡＳＰスタンダードプラン 0.1
随意契約（少

額）
-

8 松本徽章工業株式会社 1010501012888
安全安心なまちづくり功労者表彰に係る内
閣総理大臣表彰副賞（楯） 0.2

随意契約（少
額）

-

7
合同会社ドリームダイエットプ
ロジェクト

3011003011014
インターネットライブ配信の実施業務等委
託 0.4

一般競争契約
（最低価格）

15 24.1％ -

- -

6 株式会社日精ピーアール 2010001082712
令和４年度再犯防止シンポジウムにおけ
るフリップ制作等業務 0.4

随意契約（少
額）

- -

- - -

5
株式会社小学館集英社プロ
ダクション

9010001018924
令和４年度再犯防止啓発動画の作成等業
務 0.6

随意契約（少
額）

-

4 株式会社日精ピーアール 2010001082712
令和４年度再犯防止啓発月間ポスター制
作等業務 0.7

随意契約（少
額）

-

3 朝日梱包株式会社 9010601040880 「令和４年版再犯防止推進白書」運搬業務 1
随意契約（その

他）
- - -

74.2％ -

2 日経印刷株式会社 7010001025732
「令和４年版再犯防止推進白書」印刷製本
等業務 5

一般競争契約
（最低価格）

2 92.6％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 吉本興業株式会社 2120001126730
再犯防止イベントに係る成果連動型民間
委託契約方式を活用した広報業務等 7

一般競争契約
（総合評価）

2

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等


